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(57)【要約】
【課題】マッサージの効果を高めることが可能なエアー
マッサージ装置を提供する。
【解決手段】エアーマッサージ装置１は、マッサージ部
位に巻きつけて固定されるアタッチメント３０と、アタ
ッチメント３０に取り付けられる外脹脛用エアーバッグ
４１および内脹脛用エアーバッグ４２と、マッサージ部
位に熱を付与するヒーターと７０を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マッサージ部位に巻きつけて固定されるアタッチメントと、
　前記アタッチメントに取り付けられるエアーバッグと、
　前記マッサージ部位に熱を付与するヒーターと
　を備えるエアーマッサージ装置。
【請求項２】
　前記マッサージ装置は、前記エアーバッグとして第１エアーバッグおよび第２エアーバ
ッグを有し、前記アタッチメント上における前記マッサージ部位に対応する所定領域に前
記第１エアーバッグ、前記第２エアーバッグ、および前記ヒーターを有する
　請求項１に記載のエアーマッサージ装置。
【請求項３】
　前記第１エアーバッグは、前記アタッチメントの幅方向において前記ヒーターに隣り合
う位置の一方に配置され、
　前記第２エアーバッグは、前記アタッチメントの幅方向において前記ヒーターに隣り合
う位置の他方に配置される
　請求項２に記載のエアーマッサージ装置。
【請求項４】
　前記第１エアーバッグおよび前記第２エアーバッグの少なくとも一方は、前記アタッチ
メントの厚み方向において前記ヒーターに重なり合う部分を有する
　請求項２に記載のエアーマッサージ装置。
【請求項５】
　前記第１エアーバッグと前記第２エアーバッグとは互いに連通される
　請求項２～４のいずれか一項に記載のエアーマッサージ装置。
【請求項６】
　前記エアーマッサージ装置は、前記第１エアーバッグおよび前記第２エアーバッグにエ
アーを供給するエアーポンプと、前記第１エアーバッグおよび前記第２エアーバッグと前
記エアーポンプとを互いに連結するエアーチューブと、前記ヒーターに電力を供給する電
気線と、前記エアーチューブおよび前記電気線を被覆する本体コードとを有し、
　前記電気線は、前記ヒーターとの接続部分に遊びが形成される
　請求項２～５のいずれか一項に記載のエアーマッサージ装置。
【請求項７】
　前記本体コードは、前記ヒーターから前記アタッチメントの高さ方向の上方向に配線さ
れる
　請求項６に記載のエアーマッサージ装置。
【請求項８】
　前記アタッチメントは、前記マッサージ部位に接触するマッサージ面を形成する内布、
および前記内布における前記マッサージ面とは反対側の面を覆う外布を有し、
　前記第１エアーバッグおよび前記第２エアーバッグと前記エアーチューブとの接続部分
、および前記ヒーターと前記電気線との接続部分は、前記内布と前記外布との間に配置さ
れる
　請求項６または７に記載のエアーマッサージ装置。
【請求項９】
　前記エアーマッサージ装置は、前記アタッチメントに取り付けられて前記ヒーターを保
持する取付部品を有し、
　前記ヒーターは、前記取付部品に対して前記マッサージ部位側に配置される
　請求項１～８のいずれか一項に記載のエアーマッサージ装置。
【請求項１０】
　前記マッサージ装置は、前記第１エアーバッグおよび前記第２エアーバッグを制御する
制御部を有し、
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　前記制御部は、前記第１エアーバッグおよび前記第２エアーバッグにより前記マッサー
ジ部位を掴みマッサージするための制御を行う
　請求項２に記載のエアーマッサージ装置、または請求項２を引用する請求項３～９のい
ずれか一項に記載のエアーマッサージ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アタッチメントを有するエアーマッサージ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、エアーマッサージ装置の一例を開示している。このエアーマッサージ装
置は、アタッチメントの高さ方向に配置された２つのエアーバッグを有する。そして、２
つのエアーバッグの膨張および収縮によりマッサージ部位をマッサージする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－６７２８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般に、マッサージの効果は、マッサージ部位の血流が良くなるにつれて高くなる。こ
のため、マッサージ装置においても、マッサージ部位の血流を促進させることにより、マ
ッサージの効果を高めることが可能になる。一方、特許文献１は、この点について特に言
及されていない。このため、特許文献１のエアーマッサージ装置は、マッサージの効果を
高めるという点において、改善の余地が残されている。
【０００５】
　本発明は、以上の背景をもとに創作されたものであり、マッサージの効果を高めること
が可能なエアーマッサージ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　・第１の手段は、マッサージ部位に巻きつけて固定されるアタッチメントと、前記アタ
ッチメントに取り付けられるエアーバッグと、前記マッサージ部位に熱を付与するヒータ
ーとを備えるエアーマッサージ装置を含む。
【０００７】
　・第２の手段は、前記マッサージ装置は、前記エアーバッグとして第１エアーバッグお
よび第２エアーバッグを有し、前記アタッチメント上における前記マッサージ部位に対応
する所定領域に前記第１エアーバッグ、前記第２エアーバッグ、および前記ヒーターを有
するエアーマッサージ装置を含む。
【０００８】
　・第３の手段は、前記第１エアーバッグは、前記アタッチメントの幅方向において前記
ヒーターに隣り合う位置の一方に配置され、前記第２エアーバッグは、前記アタッチメン
トの幅方向において前記ヒーターに隣り合う位置の他方に配置されるエアーマッサージ装
置を含む。
【０００９】
　・第４の手段は、前記第１エアーバッグおよび前記第２エアーバッグの少なくとも一方
は、前記アタッチメントの厚み方向において前記ヒーターに重なり合う部分を有するエア
ーマッサージ装置を含む。
【００１０】
　第５の手段は、前記第１エアーバッグと前記第２エアーバッグとは互いに連通されるエ
アーマッサージ装置を含む。



(4) JP 2014-8228 A 2014.1.20

10

20

30

40

50

　第６の手段は、前記エアーマッサージ装置は、前記第１エアーバッグおよび前記第２エ
アーバッグにエアーを供給するエアーポンプと、前記第１エアーバッグおよび前記第２エ
アーバッグと前記エアーポンプとを互いに連結するエアーチューブと、前記ヒーターに電
力を供給する電気線と、前記エアーチューブおよび前記電気線を被覆する本体コードとを
有し、前記電気線は、前記ヒーターとの接続部分に遊びが形成されるエアーマッサージ装
置を含む。
【００１１】
　第７の手段は、前記本体コードは、前記ヒーターから前記アタッチメントの高さ方向の
上方向に配線されるエアーマッサージ装置を含む。
　第８の手段は、前記アタッチメントは、前記マッサージ部位に接触するマッサージ面を
形成する内布、および前記内布における前記マッサージ面とは反対側の面を覆う外布を有
し、前記第１エアーバッグおよび前記第２エアーバッグと前記エアーチューブとの接続部
分、および前記ヒーターと前記電気線との接続部分は、前記内布と前記外布との間に配置
されるエアーマッサージ装置を含む。
【００１２】
　第９の手段は、前記エアーマッサージ装置は、前記アタッチメントに取り付けられて前
記ヒーターを保持する取付部品を有し、前記ヒーターは、前記取付部品に対して前記マッ
サージ部位側に配置されるエアーマッサージ装置を含む。
【００１３】
　第１０の手段は、前記マッサージ装置は、前記第１エアーバッグおよび前記第２エアー
バッグを制御する制御部を有し、前記制御部は、前記第１エアーバッグおよび前記第２エ
アーバッグにより前記マッサージ部位を掴みマッサージするための制御を行うエアーマッ
サージ装置を含む。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、マッサージの効果を高めることが可能なエアーマッサージ装置を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、（ａ）は装置全体の正面構
造を示す正面図、（ｂ）は装置全体の背面構造を示す背面図。
【図２】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、機能部分の内部構造を示す
正面図。
【図３】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、機能部分の内部構造を示す
分解斜視図。
【図４】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、図３のＤ４－Ｄ４線に沿う
コードの断面構造を示す断面図。
【図５】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、（ａ）は取付部品の正面構
造を示す正面図、（ｂ）は取付部品の背面構造を示す背面図。
【図６】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、エアーの供給経路を示すブ
ロック図。
【図７】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、ユーザーの左下肢に装着さ
れた状態を示す側面図。
【図８】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、ユーザーの左下肢に装着さ
れた状態を示す側面図。
【図９】実施形態のエアーマッサージ装置が装着されるユーザーに関する図であり、左下
肢の側面を示す側面図。
【図１０】実施形態のエアーマッサージ装置が装着されるユーザーに関する図であり、左
下肢の背面を示す側面図。
【図１１】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、第１絞り上げパターンに
おけるエアーバッグの膨張および収縮のパターンの一例を示すタイミングチャート。
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【図１２】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、第２絞り上げパターンに
おけるエアーバッグの膨張および収縮のパターンの一例を示すタイミングチャート。
【図１３】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、第１揉みほぐしパターン
におけるエアーバッグの膨張および収縮のパターンの一例を示すタイミングチャート。
【図１４】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、第２揉みほぐしパターン
におけるエアーバッグの膨張および収縮のパターンの一例を示すタイミングチャート。
【図１５】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、第３絞り上げパターンに
おけるエアーバッグの膨張および収縮のパターンの一例を示すタイミングチャート。
【図１６】実施形態のエアーマッサージ装置に関する図であり、第３揉みほぐしパターン
におけるエアーバッグの膨張および収縮のパターンの一例を示すタイミングチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１を参照して、エアーマッサージ装置セットの構成について説明する。
　エアーマッサージ装置セットは、左下肢のマッサージに適した左下肢用のエアーマッサ
ージ装置１、および右下肢のマッサージに適した右下肢用のエアーマッサージ装置を有す
る。左下肢用のエアーマッサージ装置１は、マッサージ部位としての左下肢をマッサージ
する機能を有する。右下肢用のエアーマッサージ装置は、マッサージ部位としての右下肢
をマッサージする機能を有する。左下肢用のエアーマッサージ装置１、および右下肢用の
エアーマッサージ装置は、実質的には同じ機能を有する。このため、以下の説明において
は、右下肢用のエアーマッサージ装置に関する説明を省略する。
【００１７】
　エアーマッサージ装置１は、サポーター型の構成を有する。エアーマッサージ装置１は
、機能部分１０、装置本体部分２０、およびコード９０を有する。装置本体部分２０は、
ユーザーの操作に応じてマッサージの形態を変更する。装置本体部分２０は、ＡＣアダプ
ター（図示略）に接続される。コード９０は、機能部分１０のマッサージ部４０（図２参
照）と装置本体部分２０とを互いに接続する。なお、以下の説明においては、機能部分１
０の長手方向を幅方向ＸＡとする。また、幅方向ＸＡと直交する方向を高さ方向ＹＡとす
る。
【００１８】
　機能部分１０は、アタッチメント３０、マッサージ部４０（図２参照）、および連結部
分５０（図３参照）を有する。アタッチメント３０は、機能部分１０をマッサージ部位に
巻きつけて固定する機能を有する。アタッチメント３０は、カフ３１、面ファスナー３４
、およびポケット３５を有する。カフ３１は、外布３２および内布３３を有する。カフ３
１は、外布３２の縁と内布３３の縁とが互いに縫い合わせられることにより形成される。
外布３２は、コード９０を通すための外孔３２Ａを有する。内布３３は、機能部分１０に
おいてマッサージ部位と接触する面を形成する。
【００１９】
　面ファスナー３４は、アタッチメント３０をマッサージ部位である左下肢に固定するた
めの部分として機能する。面ファスナー３４は、ループ面３３Ａおよびフック面３３Ｂを
有する。アタッチメント３０は、ループ面３３Ａがフック面３３Ｂに取り付けられること
により、左下肢に巻かれた状態で固定される。ループ面３３Ａは、外布３２に形成されて
いる。フック面３３Ｂは、内布３３に形成されている。
【００２０】
　図２および図３を参照して、機能部分１０の詳細な構成について説明する。なお、図２
および図３は、アタッチメント３０から外布３２を省略した状態を示している。
　マッサージ部４０は、外脹脛用エアーバッグ４１、内脹脛用エアーバッグ４２、スペー
ス部分４３、上方連通部分４４、下方連通部分４５、足首用エアーバッグ４６、および連
結部分５０を有する。
【００２１】
　外脹脛用エアーバッグ４１は、左下肢のうちの外側腓腹筋をマッサージする。内脹脛用



(6) JP 2014-8228 A 2014.1.20

10

20

30

40

50

エアーバッグ４２は、左下肢のうちの内側腓腹筋をマッサージする。外脹脛用エアーバッ
グ４１と内脹脛用エアーバッグ４２とは、アタッチメント３０の幅方向ＸＡにおいて、ス
ペース部分４３を介して隣り合う位置に配置されている。外脹脛用エアーバッグ４１およ
び内脹脛用エアーバッグ４２は、内布３３に取り付けられる。外脹脛用エアーバッグ４１
および内脹脛用エアーバッグ４２は、左下肢の軸を対称軸とする線対称の形状を有する。
【００２２】
　スペース部分４３は、外脹脛用エアーバッグ４１と内脹脛用エアーバッグ４２との間に
形成される。スペース部分４３は、アタッチメント３０の幅方向ＸＡにおいて所定の幅Ｗ
Ｘを有する。スペース部分４３は、アタッチメント３０の高さ方向において所定の高さＨ
Ｙを有する。スペース部分４３の内縁は、アタッチメント３０のポケット３５に縫い合わ
せられる。
【００２３】
　スペース部分４３は、外脹脛用エアーバッグ４１と内脹脛用エアーバッグ４２との間に
形成される。スペース部分４３は、アタッチメント３０の幅方向ＸＡに所定の幅ＷＸをも
って形成される。スペース部分４３は、アタッチメント３０の高さ方向に所定の高さＨＹ
をもって形成される。スペース部分４３の内縁には、アタッチメント３０のポケット３５
が取り付けられている。
【００２４】
　上方連通部分４４は、外脹脛用エアーバッグ４１と内脹脛用エアーバッグ４２との間の
エアーが流通する部分として機能する。上方連通部分４４は、外脹脛用エアーバッグ４１
および内脹脛用エアーバッグ４２の一部が連結することにより形成される。上方連通部分
４４は、下方連通部分４５よりも高さ方向ＹＡの上方に形成される。
【００２５】
　下方連通部分４５は、外脹脛用エアーバッグ４１と内脹脛用エアーバッグ４２との間の
エアーが流通する部分として機能する。下方連通部分４５は、外脹脛用エアーバッグ４１
および内脹脛用エアーバッグ４２の一部が連結することにより形成される。下方連通部分
４５は、上方連通部分４４よりも高さ方向ＹＡの下方に形成される。下方連通部分４５は
、脹脛用接続部品４７を有する。脹脛用接続部品４７を介して、コード９０を流通するエ
アーが外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２に流通する。
【００２６】
　足首用エアーバッグ４６は、ユーザーの左下肢のうち、足首および足首の周辺の筋肉を
マッサージする。足首用エアーバッグ４６は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用
エアーバッグ４２よりも高さ方向ＹＡの下方に取り付けられる。足首用エアーバッグ４６
は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２と連続してアタッチメン
ト３０に取り付けられる。足首用エアーバッグ４６は、足首用接続部品４８を有する。足
首用接続部品４８を介して、コード９０を流通するエアーが足首用エアーバッグ４６に流
通する。足首用接続部品４８と脹脛用接続部品４７は幅方向ＸＡにおいて隣り合う位置に
配置される。
【００２７】
　連結部分５０は、コード９０を介して機能部分１０と装置本体部分２０とを連結する部
分として機能する。連結部分５０は、取付部品６０、ヒーター７０およびカバー８０を有
する。
【００２８】
　取付部品６０には、ヒーター７０およびコード９０が取り付けられる。取付部品６０は
、ヒーター７０およびコード９０が取り付けられた状態で先端部分６０Ａが、ポケット３
５の内部に挿入される。
【００２９】
　ヒーター７０は、マッサージ部位に熱を付与する機能を有する。ヒーター７０は、フィ
ルム状の形状を有する。ヒーター７０の表面には、補強シート（図示略）が貼られている
。補強シートは、ヒーター７０の耐久性を向上させる。
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【００３０】
　カバー８０は、脹脛用接続部品４７、足首用接続部品４８および取付部品６０の大部分
を覆う。カバー８０の表面は曲面形状を有する。カバー８０は、取付部品６０の一部と嵌
合することにより、取付部品６０に固定される。
【００３１】
　掴みマッサージに関連する構成について説明する。
　制御部２２（図６参照）は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４
２により脹脛を掴みマッサージするための制御を行う。ユーザーは、掴みマッサージが行
われることにより、脹脛が人の手によりマッサージされた感覚に類似したマッサージ感（
以下、「手技マッサージ感」）を覚える。機能部分１０がユーザーに付与する手技マッサ
ージ感は、外脹脛用エアーバッグ４１の圧力（以下、「外側圧力ＰＡ」）、内脹脛用エア
ーバッグ４２の圧力（以下、「内側圧力ＰＢ」）、スペース部分４３の幅ＷＸ、およびス
ペース部分４３の高さＨＹと相関を有する。外側圧力ＰＡは、外脹脛用エアーバッグ４１
がユーザーの外腓腹筋に加える圧力に相当する。内側圧力ＰＢは、内脹脛用エアーバッグ
４２がユーザーの内腓腹筋に加える圧力に相当する。
【００３２】
　本願発明者は、ユーザーが覚える手技マッサージ感について以下の事項を確認した。
　外側圧力ＰＡが所定外側圧力範囲内のとき、外側圧力ＰＡが所定外側圧力範囲外のとき
と比較して、ユーザーが覚える手技マッサージ感が大きくなる。内側圧力ＰＢが所定内側
圧力範囲内のとき、内側圧力ＰＢが所定内側圧力範囲外のときと比較して、ユーザーが覚
える手技マッサージ感が大きくなる。図３に示されるスペース部分４３の幅ＷＸが所定幅
範囲内のとき、幅ＷＸが所定幅範囲外のときと比較して、ユーザーが覚える手技マッサー
ジ感が大きくなる。図３に示されるスペース部分４３の高さＨＹが所定高さ範囲内のとき
、高さＨＹが所定高さ範囲外のときと比較して、ユーザーが覚える手技マッサージ感が大
きくなる。
【００３３】
　マッサージ部４０は、上記の事項に基づく構成を有する。すなわち、スペース部分４３
の幅ＷＸは、所定幅範囲に含まれる。スペース部分４３の高さＨＹは、所定高さ範囲に含
まれる。掴みマッサージ時における外側圧力ＰＡは、所定外側圧力範囲に含まれる。掴み
マッサージ時における内側圧力ＰＢは、所定内側圧力範囲に含まれる。
【００３４】
　図４を参照して、コード９０の内部の構造について説明する。
　図４に示されるように、コード９０は、本体コード９１、チューブ挿入通路９２、電気
線挿入通路９３、第１エアーチューブ９４、第２エアーチューブ９５およびヒーター電気
線９６を有する。
【００３５】
　本体コード９１は、一方の端部が装置本体部分２０と連結されている。本体コード９１
は、他方の端部が取付部品６０に固定されている。
　チューブ挿入通路９２は、本体コード９１の内部に形成される。チューブ挿入通路９２
には、第１エアーチューブ９４および第２エアーチューブ９５が挿通されている。
【００３６】
　電気線挿入通路９３は、本体コード９１の内部に形成される。電気線挿入通路９３には
、ヒーター電気線９６が挿通されている。
　第１エアーチューブ９４は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４
２に供給されるエアーが流通する部分として機能する。第１エアーチューブ９４は、外脹
脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２から排出されるエアーが流通する
部分として機能する。
【００３７】
　第２エアーチューブ９５は、足首用エアーバッグ４６に供給されるエアーが流通する部
分として機能する。第２エアーチューブ９５は、足首用エアーバッグ４６から排出される
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エアーが流通する部分として機能する。
【００３８】
　図５を参照して、取付部品６０の構成および取付部品６０に取り付けられる各部品につ
いて説明する。
　図５（ａ）に示されるように、取付部品６０は、第１エアーチューブ取付部分６１、第
２エアーチューブ取付部分６２、コード取付爪６３および基盤取付爪６４を有する。
【００３９】
　第１エアーチューブ取付部分６１は、第１エアーチューブ９４と脹脛用接続部品４７と
を連結する機能を有する。第１エアーチューブ取付部分６１は、第１エアーチューブ９４
が挿通される孔を有する直方体の形状を有する。
【００４０】
　第２エアーチューブ取付部分６２は、第２エアーチューブ９５と足首用接続部品４８と
を連結する機能を有する。第２エアーチューブ取付部分６２は、第２エアーチューブ９５
が挿通される孔を有する直方体の形状を有する。
【００４１】
　コード取付爪６３は、コード９０を固定するための部分として機能する。コード取付爪
６３は、取付部品６０の中央部分に形成される。
　基盤取付爪６４は、回路基盤７１を固定するための部分として機能する。基盤取付爪６
４は、第１エアーチューブ取付部分６１と第２エアーチューブ取付部分６２との間に形成
される。回路基盤７１には、ヒーター電気線９６が接続されている。ヒーター電気線９６
を介して供給された電力は、回路基盤７１および基盤電気線７２を介してヒーター７０に
供給される。ヒーター電気線９６は、回路基盤７１の近傍において、遊び部分９６Ａを有
する。
【００４２】
　図６を参照して、装置本体部分２０の構成およびエアーの供給経路について説明する。
　装置本体部分２０は、操作スイッチ２１、制御部２２、エアーポンプ２３および電磁弁
２４を有する。
【００４３】
　操作スイッチ２１は、機能部分１０による左下肢に対するマッサージのオンとオフの切
り替えおよびマッサージの種類の選択等をユーザーが行うための部分として機能する。操
作スイッチ２１と制御部２２とは電気線２５により接続されている。
【００４４】
　制御部２２は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２をマッサー
ジ部位に対して掴みマッサージをさせる態様で制御する。制御部２２は、各エアーバッグ
の膨張および収縮の態様として複数のマッサージパターンを有する。制御部２２は、ユー
ザーが操作スイッチ２１を操作することにより入力されたマッサージパターンを実行する
。制御部２２とエアーポンプ２３とは電気線２６により接続されている。制御部２２と電
磁弁２４とは電気線２７により接続されている。
【００４５】
　エアーポンプ２３は、外脹脛用エアーバッグ４１、内脹脛用エアーバッグ４２および足
首用エアーバッグ４６へのエアーの供給を行う。エアーポンプ２３は、外脹脛用エアーバ
ッグ４１、内脹脛用エアーバッグ４２および足首用エアーバッグ４６からのエアーの排出
を行う。エアーポンプ２３と電磁弁２４とは本体エアーチューブ２８により接続されてい
る。
【００４６】
　電磁弁２４は、三方電磁弁である。電磁弁２４は、外脹脛用エアーバッグ４１および内
脹脛用エアーバッグ４２にエアーを供給する状態を有する。電磁弁２４は、足首用エアー
バッグ４６にエアーを供給する状態を有する。電磁弁２４は、外脹脛用エアーバッグ４１
、内脹脛用エアーバッグ４２および足首用エアーバッグ４６からエアーを排出する状態を
有する。電磁弁２４は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２また
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は足首用エアーバッグ４６にエアーを保持する状態を有する。電磁弁２４は、制御部２２
からの指令により動作する。
【００４７】
　電磁弁２４がエアーを供給する状態におけるエアーの流通態様について説明する。
　電磁弁２４が、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２にエアーを
供給する状態のとき、エアーは、第１エアーチューブ９４を介して脹脛用接続部品４７に
流通する。脹脛用接続部品４７に流通したエアーは、下方連通部分４５に流通する。下方
連通部分４５に流通したエアーは、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッ
グ４２に流通する。外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２に流通し
たエアーは、上方連通部分４４を介してさらに外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用
エアーバッグ４２を流通する。
【００４８】
　電磁弁２４が、足首用エアーバッグ４６にエアーを供給する状態のとき、エアーは、第
２エアーチューブ９５を介して足首用接続部品４８に流通する。足首用接続部品４８に流
通したエアーは、足首用エアーバッグ４６を流通する。
【００４９】
　図７および図８を参照して、エアーマッサージ装置１の使用形態について説明する。
　ユーザーは、エアーマッサージ装置１を使用するとき、図７に示される第１使用形態、
および図８に示される第２使用形態を選択することができる。
【００５０】
　ユーザーは、図７の第１使用形態によりエアーマッサージ装置１を使用するとき、左下
腿１１０にアタッチメント３０を巻き付けることにより、アタッチメント３０を左下腿１
１０に固定する。ユーザーは、図８の第２使用形態によりエアーマッサージ装置１を使用
するとき、左足１２０にアタッチメント３０を巻き付けることにより、アタッチメント３
０を左足１２０に固定する。
【００５１】
　図９を参照して、第１使用形態のマッサージ部位について説明する。
　左下腿１１０は、腓腹筋１３０とヒラメ筋１４０を有する。腓腹筋１３０は、外側腓腹
筋１３１および内側腓腹筋１３２を有する。
【００５２】
　第１使用形態のとき、外脹脛用エアーバッグ４１は、外側腓腹筋１３１およびヒラメ筋
１４０をマッサージする。第１使用形態のとき、内脹脛用エアーバッグ４２は、内側腓腹
筋１３２およびヒラメ筋１４０をマッサージする。第１使用形態のとき、足首用エアーバ
ッグ４６は、左足１２０の上方をマッサージする。
【００５３】
　図１０を参照して、第２使用形態のマッサージ部位について説明する。
　第２使用形態のとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２は、
左足裏１２１をマッサージする。
【００５４】
　図１１～図１６を参照して、エアーマッサージ装置１の作用について説明する。
　制御部２２は、各エアーバッグ４１，４２，４６の動作を制御するための脹脛用のマッ
サージパターンとして、第１絞り上げパターン、第２絞り上げパターン、第１揉みほぐし
パターン、および第２揉みほぐしパターンを有する。制御部２２は、各エアーバッグ４１
，４２，４６の動作を制御するための足用のマッサージパターンとして、第３絞り上げパ
ターン、および第３揉みほぐしパターンを有する。
【００５５】
　第１絞り上げパターン、第２絞り上げパターン、第１揉みほぐしパターン、および第２
揉みほぐしパターンは、エアーマッサージ装置１の第１使用形態において選択される。第
３絞り上げパターン、および第３揉みほぐしパターンは、エアーマッサージ装置１の第２
使用形態において選択される。
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【００５６】
　図１１を参照して、第１絞り上げパターンについて説明する。
　第１絞り上げパターンは、時刻ｔ１１から時刻ｔ１８までの期間を１つの動作サイクル
としている。第１絞り上げパターンにおいては、具体的には次のように各エアーバッグの
動作が制御される。
【００５７】
　時刻ｔ１１は、第１絞り上げパターンの１動作サイクルが開始されたタイミングを示す
。このとき、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が開始される。このため、足首用
エアーバッグ４６が加圧されることにより圧力が初期圧力Ｐ１から上昇する。
【００５８】
　時刻ｔ１２は、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が開始された時刻ｔ１１から
所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内
脹脛用エアーバッグ４２へのエアーの供給が開始される。このため、外脹脛用エアーバッ
グ４１および内脹脛用エアーバッグ４２が加圧されることにより圧力が初期圧力Ｐ１から
上昇する。
【００５９】
　時刻ｔ１３は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２へのエアー
の供給が開始された時刻ｔ１２から所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、
足首用エアーバッグ４６が所定圧力Ｐ２に達する。これにより、足首用エアーバッグ４６
へのエアーの供給が停止される。そして、エアーの供給および排出が停止された足首用エ
アーバッグ４６の保圧状態が形成される。このため、足首用エアーバッグ４６の圧力が所
定圧力Ｐ２に保持される。
【００６０】
　時刻ｔ１４は、足首用エアーバッグ４６が保圧状態に移行した時刻ｔ１３から所定時間
が経過したタイミングを示す。このとき、足首用エアーバッグ４６からエアーの排出が開
始される。このため、足首用エアーバッグ４６が減圧されることにより圧力が所定圧力Ｐ
２から低下する。
【００６１】
　時刻ｔ１５は、足首用エアーバッグ４６からエアーの排出が開始された時刻ｔ１４から
所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内
脹脛用エアーバッグ４２へのエアーの供給が停止される。このため、外脹脛用エアーバッ
グ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の保圧状態が形成される。このため、外脹脛用エ
アーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が所定圧力Ｐ２に保持される。
【００６２】
　時刻ｔ１６は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２が保圧状態
に移行した時刻ｔ１５から所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、足首用エ
アーバッグ４６からのエアーの排出が停止される。このため、足首用エアーバッグ４６の
圧力が初期圧力Ｐ１に保持される。
【００６３】
　時刻ｔ１７は、足首用エアーバッグ４６からのエアーの排出が停止された時刻ｔ１６か
ら所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および
内脹脛用エアーバッグ４２からエアーの排出が開始される。このため、外脹脛用エアーバ
ッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が所定圧力Ｐ２から低下しはじめる。
【００６４】
　時刻ｔ１８は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２からエアー
の排出が開始された時刻ｔ１７から所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、
外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２からのエアーの排出が停止さ
れる。このため、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が初
期圧力Ｐ１に保持される。
【００６５】
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　図１２を参照して、第２絞り上げパターンについて説明する。
　第２絞り上げパターンは、時刻ｔ２１から時刻ｔ２７までの期間を１つの動作サイクル
としている。第２絞り上げパターンにおいては、具体的には次のように各エアーバッグの
動作が制御される。
【００６６】
　時刻ｔ２１は、第２絞り上げパターンの１動作サイクルが開始されたタイミングを示す
。このとき、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が開始される。このため、足首用
エアーバッグ４６が加圧されることにより圧力が初期圧力Ｐ１から上昇する。
【００６７】
　時刻ｔ２２は、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が開始された時刻ｔ２１から
所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、足首用エアーバッグ４６へのエアー
の供給が停止される。そして、エアーの供給および排出が停止された足首用エアーバッグ
４６の保圧状態が形成される。その後、時刻ｔ２３まで、足首用エアーバッグ４６は、加
圧および保圧が繰り返し行われる。
【００６８】
　時刻ｔ２３は、足首用エアーバッグ４６の圧力が、所定圧力Ｐ２まで上昇したタイミン
グを示す。このとき、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が停止される。そして、
エアーの供給および排出が停止された足首用エアーバッグ４６の保圧状態が形成される。
【００６９】
　時刻ｔ２４は、足首用エアーバッグ４６が保圧状態に移行した時刻ｔ２３から所定の時
間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エ
アーバッグ４２へのエアーの供給が開始される。このため、外脹脛用エアーバッグ４１お
よび内脹脛用エアーバッグ４２が加圧されることにより、圧力が初期圧力Ｐ１から上昇す
る。
【００７０】
　時刻ｔ２５は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２へのエアー
の供給が開始された時刻ｔ２４から所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、
足首用エアーバッグ４６からのエアーの排出が開始される。このため、足首用エアーバッ
グ４６が減圧されることにより圧力が所定圧力Ｐ２から低下する。
【００７１】
　時刻ｔ２６は、足首用エアーバッグ４６からのエアーの排出が開始された時刻ｔ２５か
ら所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および
内脹脛用エアーバッグ４２へのエアーの供給が停止される。そして、エアーの供給および
排出が停止された足首用エアーバッグ４６の保圧状態が形成される。なお、時刻ｔ２４か
ら時刻ｔ２５までの間は、足首用エアーバッグ４６は、加圧および保圧が繰り返し行われ
る。
【００７２】
　時刻ｔ２７は、足首用エアーバッグ４６が保圧状態に移行した時刻ｔ２６から所定の時
間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エ
アーバッグ４２からのエアーの排出が開始される。このため、外脹脛用エアーバッグ４１
および内脹脛用エアーバッグ４２が減圧されることにより圧力が所定圧力Ｐ２から低下す
る。
【００７３】
　図１３を参照して、第１揉みほぐしパターンについて説明する。
　第１揉みほぐしパターンは、時刻ｔ３１から時刻ｔ３５までの期間を１つの動作サイク
ルとしている。第１揉みほぐしパターンにおいては、具体的には次のように各エアーバッ
グの動作が制御される。
【００７４】
　時刻ｔ３１は、第１揉みほぐしパターンの１動作サイクルが開始されたタイミングを示
す。このとき、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が開始される。このため、足首
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用エアーバッグ４６が加圧されることにより圧力が初期圧力Ｐ１から上昇する。
【００７５】
　時刻ｔ３２は、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が開始された時刻ｔ３１から
所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内
脹脛用エアーバッグ４２へのエアーの供給が開始される。このため、外脹脛用エアーバッ
グ４１および内脹脛用エアーバッグ４２が加圧されることにより、圧力が初期圧力Ｐ１か
ら上昇する。
【００７６】
　時刻ｔ３３は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２へのエアー
の供給が開始されてから所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エ
アーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が所定圧力Ｐ２に達する。なお、
時刻ｔ３１から時刻ｔ３３までの間に、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアー
バッグ４２は加圧および減圧を繰り返されることにより、初期圧力Ｐ１から所定圧力Ｐ２
に達する。さらに、第１揉みほぐしパターンの１つの動作サイクルにおいて、時刻ｔ３３
以降、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２は、加圧および減圧を
繰り返されながら、圧力が所定圧力Ｐ２から初期圧力Ｐ１へと変化する。
【００７７】
　時刻ｔ３４は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が所
定圧力Ｐ２に達してから所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エ
アーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力と足首用エアーバッグ４６の圧力
とが一致する。第１揉みほぐしパターンの１つの動作サイクルにおいて、時刻ｔ３４以降
は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が足首用エアーバ
ッグ４６の圧力を上回る状態が維持される。
【００７８】
　時刻ｔ３５は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力と足
首用エアーバッグ４６の圧力とが一致してから所定の時間が経過したタイミングを示す。
このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が所定圧力
Ｐ２に達する。なお、時刻ｔ３２から時刻ｔ３５の間に、外脹脛用エアーバッグ４１およ
び内脹脛用エアーバッグ４２は加圧および減圧を繰り返されることにより、初期圧力Ｐ１
から所定圧力Ｐ２に達する。また、時刻ｔ３５においては、足首用エアーバッグ４６の圧
力が初期圧力Ｐ１に達する。
【００７９】
　図１４を参照して、第２揉みほぐしパターンについて説明する。
　第２揉みほぐしパターンは、時刻ｔ４１から時刻ｔ４５までの期間を１つの動作サイク
ルとしている。第２揉みほぐしパターンにおいては、具体的には次のように各エアーバッ
グの動作が制御される。
【００８０】
　時刻ｔ４１は、第２揉みほぐしパターンの１動作サイクルが開始されたタイミングを示
す。このとき、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が開始される。このため、足首
用エアーバッグ４６が加圧されることにより圧力が初期圧力Ｐ１から上昇する。
【００８１】
　時刻ｔ４２は、足首用エアーバッグ４６へのエアーの供給が開始されてから所定の時間
が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エア
ーバッグ４２へのエアーの供給が開始される。このため、外脹脛用エアーバッグ４１およ
び内脹脛用エアーバッグ４２が加圧されることにより圧力が初期圧力Ｐ１から上昇する。
【００８２】
　時刻ｔ４３は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２へのエアー
の供給が開始されてから所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、足首用エア
ーバッグ４６の圧力が所定圧力Ｐ２に達する。なお、時刻ｔ４１から時刻ｔ４３までの間
に、足首用エアーバッグ４６は加圧および減圧を繰り返されることにより、初期圧力Ｐ１
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から所定圧力Ｐ２に達する。時刻ｔ４３以降、足首用エアーバッグ４６からエアーが排出
される。このため、足首用エアーバッグ４６が減圧されることにより圧力が所定圧力Ｐ２
から低下する。
【００８３】
　時刻ｔ４４は、足首用エアーバッグ４６の圧力が所定圧力Ｐ２に達してから所定の時間
が経過したタイミングを示す。このとき、足首用エアーバッグ４６の圧力が初期圧力Ｐ１
に達する。第２揉みほぐしパターンの１つの動作サイクルにおいて、時刻ｔ４４以降は、
足首用エアーバッグ４６の圧力は、初期圧力Ｐ１で維持される。
【００８４】
　時刻ｔ４５は、足首用エアーバッグ４６の圧力が初期圧力Ｐ１に達してから所定の時間
が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エア
ーバッグ４２の圧力が所定圧力Ｐ２に達する。なお、時刻ｔ４２から時刻ｔ４５までの間
に、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２は、加圧および減圧を繰
り返されることにより、初期圧力Ｐ１から所定圧力Ｐ２に達する。
【００８５】
　図１５を参照して、第３絞り上げパターンについて説明する。
　第３絞り上げパターンは、時刻ｔ５１から時刻ｔ５４までの期間を１つの動作サイクル
としている。第３絞り上げパターンにおいては、足首用エアーバッグ４６の膨張および収
縮の動作は行われない。第３絞り上げパターンにおいては、具体的には次のように外脹脛
用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の動作が制御される。
【００８６】
　時刻ｔ５１は、第３絞り上げパターンの１動作サイクルが開始されたタイミングを示す
。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２へのエアーの供
給が開始される。このため、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２
が加圧されることにより圧力が初期圧力Ｐ１から上昇する。
【００８７】
　時刻ｔ５２は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２へのエアー
の供給が開始されてから所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エ
アーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が所定圧力Ｐ２に達する。外脹脛
用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が所定圧力Ｐ２に達してから
は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の保圧状態が形成される
。なお、時刻ｔ５１から時刻ｔ５２までの間に、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛
用エアーバッグ４２は、加圧および減圧を繰り返されることにより、初期圧力Ｐ１から所
定圧力Ｐ２に達する。
【００８８】
　時刻ｔ５３は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２が保圧状態
に移行してから所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エアーバッ
グ４１および内脹脛用エアーバッグ４２からのエアーの排出が開始される。このため、外
脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２が減圧されることにより圧力が
所定圧力Ｐ２から低下する。
【００８９】
　時刻ｔ５４は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２からのエア
ーの排出が開始されてから所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用
エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が初期圧力Ｐ１に達する。
【００９０】
　図１６を参照して、第３揉みほぐしパターンについて説明する。
　第３揉みほぐしパターンは、時刻ｔ６１から時刻ｔ６２までの期間を１つの動作サイク
ルとしている。第３絞り上げパターンにおいては、足首用エアーバッグ４６の膨張および
収縮動作は行われない。第３絞り上げパターンにおいては、具体的には次のように各エア
ーバッグの動作が制御される。
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【００９１】
　時刻ｔ５１は、第３絞り上げパターンの１動作サイクルが開始されたタイミングを示す
。このとき、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２へのエアーの供
給が開始される。このため、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２
が加圧されることにより圧力が初期圧力Ｐ１から上昇する。
【００９２】
　時刻ｔ５２は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２へのエアー
の供給が開始されてから所定の時間が経過したタイミングを示す。このとき、外脹脛用エ
アーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の圧力が所定圧力Ｐ２に達する。なお、
時刻ｔ６１から時刻ｔ６２までの間に、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアー
バッグ４２は加圧および減圧を繰り返されることにより、初期圧力Ｐ１から所定圧力Ｐ２
に達する。
【００９３】
　エアーマッサージ装置１は、以下の効果を奏する。
　（１）制御部２２は、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２によ
りマッサージ部位を掴みマッサージするための制御を行う。この構成によれば、マッサー
ジ部位に対して、人間の手によるマッサージに類似するマッサージ感を付与することがで
きる。
【００９４】
　（２）外脹脛用エアーバッグ４１と内脹脛用エアーバッグ４２とは、上方連通部分４４
および下方連通部分４５を介して互いに連通されている。この構成によれば、外脹脛用エ
アーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２を一括して制御することができる。この
ため、装置の構成が簡略化される。
【００９５】
　（３）エアーマッサージ装置１は、足首用エアーバッグ４６を有する。足首用エアーバ
ッグ４６は、足首をマッサージする。この構成によれば、脹脛に加えて、足首をマッサー
ジすることができる。
【００９６】
　（４）制御部２２は、第１絞り上げパターンおよび第２絞り上げパターンにより、外脹
脛用エアーバッグ４１、内脹脛用エアーバッグ４２、および足首用エアーバッグ４６を動
作させる。この構成によれば、血液および血液中の老廃物等を心臓側に押し上げる絞り上
げマッサージを行うことができる。このため、脚のむくみを効果的に解消することができ
る。
【００９７】
　（５）エアーマッサージ装置１は、カバー８０を有する。カバー８０は、第１エアーチ
ューブ９４と外脹脛用エアーバッグ４１との接続部分、および第２エアーチューブ９５と
足首用エアーバッグ４６との接続部分を覆う。この構成によれば、各接続部分に異物が付
着することが抑制される。このため、各接続部分の汚れに起因して、エアーバッグの動作
不良が生じるおそれが低減される。
【００９８】
　（６）機能部分１０は、外布３２と内布３３との間にカバー８０を有する。ここで、カ
バー８０が角部分を有する平面形状の部品として形成されていると仮定した場合、外布３
２が機能部分１０の周囲の物品と擦れたとき、外布３２のうちのカバー８０の角部分と接
触する部分が物品に強く押し付けられる。このため、同部分にしつこい汚れが付着するお
それがある。本実施形態のカバー８０は、この点を踏まえて、外布３２側の面が曲面とし
て形成されている。このため、外布３２が機能部分１０の周囲の物品と擦れることに起因
して、外布３２にしつこい汚れが付着するおそれが軽減される。
【００９９】
　（７）エアーマッサージ装置１は、コード９０を有する。コード９０は、本体コード９
１のチューブ挿入通路９２に第１エアーチューブ９４および第２エアーチューブ９５が挿
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入され、電気線挿入通路９３にヒーター電気線９６が挿入される構成を有する。この構成
によれば、ヒーター電気線９６と第１エアーチューブ９４および第２エアーチューブ９５
とが絡まることが抑制される。
【０１００】
　（８）マッサージ部４０は、互いに隣り合う位置に脹脛用接続部品４７および足首用接
続部品４８を有する。この構成によれば、第１エアーチューブ９４および第２エアーチュ
ーブ９５の全体の長さを短くすることができる。
【０１０１】
　（９）下肢は、円錐形状に近似した形状を有する。アタッチメント３０は、扇形状に類
似する形状を有する。このため、アタッチメント３０が下肢にフィットしやすくなる。
　（１０）外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２は、下肢の軸を対
称軸とする線対称の形状を有する。この構成によれば、各エアーバッグ４１，４２が線対
称の形状を有していない構成と比較して、ユーザーが左下肢用のエアーマッサージ装置１
を右下肢に取り付けて使用した場合のマッサージ感が向上する。
【０１０２】
　（１１）エアーマッサージ装置１は、ヒーター７０を有する。この構成によれば、脹脛
に熱を付与することにより脹脛の血流が促進された状態において、脹脛をマッサージする
ことができる。このため、脹脛のマッサージ効果が高められる。
【０１０３】
　（１２）マッサージ部４０は、幅方向ＸＡにおいてヒーター７０と隣り合う位置に外脹
脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２を有する。この構成によれば、外
脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の動作によるヒーター７０の変
形が生じにくい。
【０１０４】
　（１３）ヒーター電気線９６は、遊び部分９６Ａを有する。この構成によれば、ヒータ
ー電気線９６に引っ張り方向の負荷が作用したことに起因して、ヒーター電気線９６がヒ
ーター７０から引き抜かれることが抑制される。
【０１０５】
　（１４）機能部分１０は、アタッチメント３０におけるマッサージ面とは反対側の面に
脹脛用接続部品４７、足首用接続部品４８、およびヒーター７０を有する。この構成によ
れば、アタッチメント３０におけるマッサージ面に脹脛用接続部品４７、足首用接続部品
４８、およびヒーター７０が形成されると仮定した構成（以下、「内面取付構成」）と比
較して、アタッチメント３０の装着感が向上する。また、本実施形態の機能部分１０、お
よび内面取付構成がそれぞれ同じ長さのコード９０を有すると仮定した場合、機能部分１
０は内面取付構成と比較して、次の点において有利な効果が得られる。
【０１０６】
　内面取付構成においては、コード９０のうちのマッサージ面側に位置する部分が、下肢
の軸に直交する方向において装置本体部分２０をアタッチメント３０に対して移動させる
ための長さに寄与しない。このため、装置本体部分２０に関する使用感が低下する。また
、この使用感の低下を解消するためには、機能部分１０よりもコード９０を長くする必要
がある。一方、機能部分１０は、内面取付構成におけるこれらの問題点を解消することが
できる。
【０１０７】
　（１５）コード９０は、マッサージ部４０からアタッチメント３０の高さ方向ＹＡの上
方向に引き出される。この構成によれば、コード９０が下方向に引き出される構成と比較
して、コード９０とユーザーの足との距離が長くなるため、コード９０がユーザーにより
踏まれる可能性が低減される。
【０１０８】
　（その他の実施形態）
　本発明は、上記実施形態とは別の実施形態を含む。以下、本発明のその他の実施形態と
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しての上記実施形態の変形例を示す。なお、以下の各変形例は、互いに組み合わせること
もできる。
【０１０９】
　・実施形態の装置本体部分２０は、外脹脛用エアーバッグ４１、内脹脛用エアーバッグ
４２、および足首用エアーバッグ４６のエアーの供給および排出を三方弁である１個の電
磁弁２４により調整する。一方、変形例の装置本体部分２０は、電磁弁２４に代えて、各
脹脛用エアーバッグ４１，４２へのエアーの供給および排出を調整する電磁弁と、足首用
エアーバッグ４６へのエアーの供給および排出を調整する電磁弁とを有する。
【０１１０】
　・実施形態の装置本体部分２０は、ユーザーが携帯可能な構成を有する。一方、変形例
の装置本体部分２０は、据え置き型の構成を有する。
　・実施形態のマッサージ部４０は、ヒーター７０と隣り合う位置に外脹脛用エアーバッ
グ４１および内脹脛用エアーバッグ４２を有する。一方、変形例のマッサージ部４０は、
外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の少なくとも一方が、アタッ
チメント３０の厚さ方向においてヒーター７０と重なり合う構成を有する。この構成によ
れば、外脹脛用エアーバッグ４１および内脹脛用エアーバッグ４２の少なくとも一方の膨
張により、ヒーター７０がマッサージ部位に押し付けられる。このため、マッサージ部位
を温める効果が高くなる。
【０１１１】
　・実施形態の制御部２２は、ヒーター７０の温度を制御しない。一方、変形例の制御部
２２は、ヒーター７０の温度を制御する。この変形例の制御部２２は、例えば、装置本体
部分２０に形成された温度調整用操作部の操作に応じて、ヒーター７０に供給する電力を
制御する。この構成によれば、ヒーター７０の温度がユーザーの希望する温度に近づける
ことができる。
【０１１２】
　・実施形態のエアーマッサージ装置１は、下肢のマッサージに適した構成を有する。た
だし、このエアーマッサージ装置１がマッサージすることが可能な人体の部位は、下肢に
限られない。例えば、エアーマッサージ装置１を上肢または腰に巻き付けて使用すること
もできる。また、変形例のエアーマッサージ装置は、実施形態のマッサージ装置１におけ
る下肢に適した構成に代えて、上肢のマッサージに適した構成を有する。また、別の変形
例のエアーマッサージ装置は、実施形態のマッサージ装置１における下肢に適した構成に
代えて、腰のマッサージに適した構成を有する。
【符号の説明】
【０１１３】
　１…エアーマッサージ装置、１０…機能部分、２０…装置本体部分、２１…操作スイッ
チ、２２…制御部、２３…エアーポンプ、２４…電磁弁、２５…電気線、２６…電気線、
２７…電気線、２８…本体エアーチューブ、３０…アタッチメント、３１…カフ、３２…
外布、３２Ａ…外布孔、３３…内布、３４…面ファスナー、３４Ａ…ループ面、３４Ｂ…
フック面、３５…ポケット、４０…マッサージ部、４１…外脹脛用エアーバッグ（第１エ
アーバッグ）、４２…内脹脛用エアーバッグ（第２エアーバッグ）、４３…スペース部分
、４４…上方連通部分、４５…下方連通部分、４６…足首用エアーバッグ（第３エアーバ
ッグ）、４７…脹脛用接続部品（第１接続部分）、４８…足首用接続部品（第２接続部分
）、５０…連結部分、６０…取付部品、６０Ａ…先端部分、６１…第１エアーチューブ取
付部分、６２…第２エアーチューブ取付部分、６３…コード取付爪、６４…基盤取付爪、
７０…ヒーター、７１…回路基盤、７２…基盤電気線、８０…カバー、９０…コード、９
１…本体コード、９２…チューブ挿入通路、９３…電気線挿入通路、９４…第１エアーチ
ューブ、９５…第２エアーチューブ、９６…ヒーター電気線、９６Ａ…遊び部分、１００
…左下肢、１１０…左下腿、１２０…左足、１２１…左足裏、１３０…腓腹筋、１３１…
外側腓腹筋、１３２…内側腓腹筋、１４０…ヒラメ筋、ＸＡ…幅方向、ＹＡ…高さ方向、
ＷＸ…幅、ＨＹ…高さ、ＰＡ…外側圧力、ＰＢ…内側圧力、Ｐ１…初期圧力、Ｐ２…所定
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